
東
西
宗
教
交
流
学
会
に
つ
い
て

八

木

誠

一

以
下
に
記
さ
れ
て
い
る
講
演
と
討
論
は

「

東
西
宗
教
交
流
学
会

」

第 

一
回
学
術
大
会
の
記
録
で
あ
る
。
ま
ず
こ
の
学
会
に
つ
い
て
若
干
の
説 

明
を
し
て
お
き
た
い
。

一
九
八
〇
年
六
月
一
五
日
よ
り
二
七
日
ま
で
、
 

ハ
ヮ
ィ
大
学
に
お
い
て
、
同
大
学
の
主
催
に
よ
り
、

E
a
s
t
l
w
e
s

け
 

r
e
l
i
g
i
o
n
s

 

in  

E
n
c
o
u
n
t
e
r

と
い
ぅ
国
際
学
会
が
開
催
さ
れ
た
。
 

こ
れ
は
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
比
較
、
交
流
、
対
話
を
中
心
と
し
た
会 

合
で
、
北
米
、
日
本
、
東
南
ア
ジ
ア
、

オー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ス
リ

ラ
ン 

力
、
ョ
ー

a

ッ
パ
等
か
ら
約
八
十
名
の
研
究
者
、
宗
教
者
が
集
ま
り
、
 

合
計

百
近
い
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ヮ

I
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
研
究
発
表 

が
あ
り
、
盛
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
定
期
的
に
学
会
を
開
催
す
る
方 

針
が
定
ま
り
、
恒
常
的
組
織
と
し
て

m
a
s
t
—
w
e
s
t

 

R
e
l
i
g
i
o
n
s

 

p
r
o
j
e
c
t

を
設
定
し
、
事
務
所
を
ハ
ヮ
ィ
大
学
に
置
き
、
三
年
に
一 

回
会
合
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。

さ
て

日
本
で
も
、
こ
の
よ
ぅ

な
学
会
の
有
意
義
性
が
痛
感
さ
れ
て
い 

た
の
で
、
右
に
述
べ
た
ハ
ワ
イ
大
学
で
の
会
合
に
出
席
し
た
者
が
中
心

と
な
り
、
日
本
に

 

w
a
s
t

 
丨W

e
s
t

 

r
e
l
i
g
i
o
n
s

>T3
f
o
j
e
c
t

の
支
部
会
を
設
定
す
る
話
が
進
み
、

一
九
八
ニ
年
二
月
二
七
日

(

土)

、
 

京
都
の

N
C
C
宗
教
研
究
所
に
お
い
て
発
起
人
会
が
開
か
れ
、
支
部
会 

設
立
と
第
一
回
学
術
大
会
の
開
催
に
つ

い
て

打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
。
 

出
席
者
は
以
下
の
八
名
で
あ
っ
た

(

A
B
C
順)

。
モー

リ
ス
.
オ
ー
ガ 

ス
チ
ン
、
坂
東
性
純
、
ヤ
ン

•
ヴ
ァ
ン

•
ブ
ラ
ー
フ
ト
、
土
居
真
俊
、
 

藤
吉
慈
海
、
本
多
正
昭
、
石
田
慶
和
、
西
村
恵
信
、
八
木
誠
一
。
つ
い 

で
同
年
三
月
一
〇
日
付
で

「

東
西
宗
教
交
流
学
会
日
本
部
会
発
会
趣
意 

書」

が
、
右
の
準
備
会
で
推
薦
さ
れ
た
約
三
〇
名
の
会
員
予
定
者
に
送 

付
さ
れ
、
一|

四
名
の
入
会
承
諾
を
得
た
。
第
一
回
学
術
大
会
に
つ
い
て 

は
、
右
記
発
起
人
の
間
で
、
我
が
国
で
の
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
対
話 

の
成
果
を
確
認
す

る
こ
と
か
ら

始
め
る

こ
と
に
つ
い

て
合
意
が

な
さ
れ
、
 

滝
沢
克
己
氏
を
講
演
者
と
し
て
招
い
て
、
同
氏
の
単
独
講
演
と
講
演
に 

関
す
る

討
議
を

内
容
と
す
る
こ
と
が

決
め
ら
れ
た
。

一
九
八
一
一
年
七
月
一
一
六
日
ょ
り
一
一
八
日
ま
で
、
京
都
の
関
西
セ
ミ
ナ
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し
て
公
け
に
す
る
必
要
上
、
八
木
の
責
任
に
お
い
て
文
体
を
整
え
た
と 

こ
ろ
も

あ
る
。
内
容
上
重
要
で
は
あ
る
が
、
直
接
滝
沢
講
演
の
趣
旨
と 

は
関
係
の
薄
い
発
言

(

た
と
え
ば

M 

•
ォー

ガ
ス
チ
ン
の
発
言

)

、
ま
た
内 

容
上
滝
沢
講
演
に
関
し
て
は
い
る
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
も
の

(

た
と
え 

ば
武
藤
一
雄
の
発
言

)

は
採
録
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
以
下
の
記 

録
の
文
責
は
八
木
に
あ
る
。
記
録
の
原
稿
は
滝
沢
克
己
に
は
送
付
し
て 

眼
を
通
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
発
言
者
各
氏
に
は
そ
れ
を
し
て
い
な
い 

の
で
記
録
さ
れ
た
発
言
内
容
に
つ
き
異
議
の
あ
る
方
は
是
非
申
し
出
て 

い
た
だ
き
た
い
と
思
ぅ
。
た
だ
、
発
言
者
各
氏
に
手
を
加
え
て
い
た
だ 

い
た
の
で
は
全
体
の

ま
と
め
が

技
術
的
に
困
難
と

な
る

事
情
は
了
承
し 

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
ぅ
。
 

一
 

本
会
合
の
出
席
者
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
滝
沢
克
己
氏
と

5 

八
木
洋

一

氏
は
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
、
本
会
合
に
お
い
て
入
会
を
認
め 

ら
れ
た
。
ま
た

こ
の

記
録
は
は
じ
め
タ
ィ
プ
印
刷
に
す
る
予
定
で
あ
っ 

た
が
、
秋
月
竜
珉
会
員
の
申
し
出
に
よ
り
、
同
氏
が
主
幹
で
あ
る

『

大 

乗
禅』

誌
の
特
集
号
を
本
記
録
発
表
に
あ
て
て
よ
い
と
の
こ
と
で
あ
っ 

た
の
で
、
役
員
会
で
検
討
し
た
の
ち
、
感
謝
を
以
て
秋
月
氏
の
好
意
を 

受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
上
が
本
記
録
が

『

大
乗
禅

』

誌
に
掲
載
さ 

れ
る
こ
と
と
な
つ
た
経
過
で
あ
る
。

j

ハ
ゥ
ス
に
お
い
て
、
東
西
宗
教
交
流
学
会
第
一
回
の
会
員
総
会
及
び 

学
術
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
七
月
ニ
六
日
の
会
員
総
会
に
お
い
て
、
八 

木
が
作
製
し
た
原
案
に
基
づ
い
て
学
会
規
約
が
承
認
さ
れ
、
本
会
の
名 

称
も
東
西
宗
教
交
流
学
会
と
確
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
会
が

E
a
s
t

丨
 

W
e
s
t

 

R
e
l
i
g
i
o
n
s

 

P
r
o
j
e
c
t

 

の
曰
本
支
部
会

{  

J
a
p
a
n

 

C
h
a
p
t
e
r

 

)

で
あ
る
こ
と
、
本
会
の
会
員
は

M
a
s
t
l
w
e
s
t

 

r
e
l
i
g
i
o
n
s

 

P
r
o
j
e
c
t

の
会
員
と

し
て
登
録
さ
れ

る
こ
と
も
承
認 

さ
れ
、
規
約
に
明
記
さ
れ
た
。
つ
い
で
規
約
に
よ
り
、
以
下
の
よ
ぅ
に 

会
長
お
よ
び

幹
事
が
選
出
さ
れ
た
。
会
長
、
土
居
真
俊
。
幹
事
、
ャ
ン 

.
ブ
ラー

フ
ト
、
本
多
正
昭
、
八
木
誠
一

(
以
上
キ
リ
ス
ト
側

)

、
石
田 

慶
和
、
坂
東
性
純

(

以
上
仏
f

 ) 

0

第
一
回
学
術
大
会
は
七
月
二
七
日
、
二
八
日
両
日
に
わ
た
っ
て
行
わ 

れ
た
。
二
七
日
に
滝
沢
克
己
に
よ
る
二
回
の
講
演
と
、
そ
れ
を
受
け
て 

の
討
論
が
行
な
わ
れ
、一
一
八
日
に
同
氏
に
よ
る
第
三
回
の
講
演
と
、
そ
れ 

に
つ
い
て
の
討
論
の
会
が
持
た
れ
た
。
そ
の
後
、
第
一
回
の
大
会
の
総 

括
と

反
省
、
将
来
へ
の
展
望
に
つ
き
、
意
見
の
交
換
が
な
さ
れ
た
。
総 

会
及
び
学
術
大
会
は
原
則
と
し
て
年
一
回
、
京
都
で
開
催
さ
れ
る
方
針 

が
立
て
ら
れ
た
。

第
一
回
学
術
大
会
の
内
容
は
、
こ
れ
を
要
約
し
て
印
刷
の
上
会
員
に 

配
布
す
る
こ
と
、
英
文
の
報
告
を
作
製
し
て
ハ
ヮ
ィ
大
学
の
学
会
事

 ̂

局
に
送
る
こ
と
が
総
括
の
折
に
定
め
ら
れ
、
そ
の
作
製
は
八
木
誠

一

に 

委
託
さ
れ
た
。
八
木
は
三
回
の
講
演
と
数
時
間
に
及
ぶ
討
論
を
テ
ー
プ 

か
ら
起
こ
し
た
約
四
百
枚
の
生
原
稿
を
百
二
十
枚
に
要
約
し
た
。
印
刷


